



A Study of Personal Skills in Handball Competition:
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員の技術・戦術的能力を考慮しながら決定している
と述べている。また、遅攻では、ポジションの配置か
らパス回しで防御をゆさぶり、防御に対しての突破
からシュート完了を目的として攻撃が組み立てられて
いると述べられている7)。また杉森らは8)、ハンドボー
ルの技術・戦術は、シュートの機会をより多く持ち、こ
れを高い確率であげるものであると述べ、世界のトッ
プレベルでは、10回の攻撃で8回のシュートで攻撃
が完了し、攻撃2回に1回得点を挙げている。
ミスプレーについて杉森らは9）、ゲームではボー
ルの扱いによって生じるプレーが半数以上であるこ
とと報告していることで、世界のトップ選手は、ボー
ルハンドリングのパスワークやドリブル技術が高く、
優位な状況をつくる動作の際に歩数違反であるオー
バーステップや防御側にぶつかる、妨害の行為違
反のチャージング、また、攻撃側のゴールエリア侵
入違反によるラインクロスなどの規則違反など含め、
ミス率が約2割と低かったことで、精密かつ正確なプ
レーが重視され、一つ一つの果たす役割効果がゲー
ムの結果の表れであると推察された。
攻撃が開始される局面のポジションは、攻撃の中
心であるバックプレーヤーが全体の約9割で、バッ
クプレーヤーのみでみると、コート中央に位置するセ
ンタープレーヤーが約5割であった。村上らは10)、
大きく分けてみると、ボールを保持しているプレー
ヤーの攻撃的なプレー、つまり、フェイントや相手の
防御者と防御者の間を狙って切込み相手を引き付け
るようなプレーなど、ボールを保持していないプレー
ヤーとの攻撃活動に移り、各々のポジションにはポ
ジション特有の傾向というものがあると述べている。こ
のことから、攻撃の開始局面ではセンタープレーヤー
がボールを保持し、意図的に相手ディフェンスの均
衡状態を崩すために攻撃が開始されていることがわ
かる。
個人技術における攻撃手段では、ボール保持から
フェイント動作、ボール保持からドリブル動作が約8
割を占めていた。このことから、ボール保持する攻撃
者は意図とする動作の前に、まったく意図とは逆の動
きを表示することで、意図的に相手防御者の均衡状
態を崩すことを目的とした活動が行われていた。世界
のトッププレーヤーは攻撃バリエーションを駆使しつ
つ、豊富な技術を多用する運動の組合せを中心に攻
撃を行っていることがわかる。ボール保持からシュー
ト、ボール保持からパスの単純化した運動の組合せ
は、10回の攻撃に2回程度であったが、1試合の攻
撃回数が60回前後と報告されていることで、防御側
の隙を逃さず攻撃を行っていることが推察できる。
個人技術におけるボール保持後の最終攻撃手段
のパス・シュート別では、パスが約7割、シュート完
了が約3割であった。ハンドボールの防御プレー
ヤーの活動は、攻撃プレーヤーのシュートや突破の
試みを阻止することで11)、攻撃者は個人技術により
防御間の突破を試みているが、突破を阻止されてい
ることが推察される。また、シュート完了が約3割で
あったことは、1対１の場面において、攻撃者をマー
クする防御者は正対した状態を保ち続けることが重
要であるが12）、世界のトッププレーヤーは、ボール
保持時の個人技術では、運動の組合せを多くするバ
リエーションが多く、相手防御者との均衡状態を崩
すためには必要な技術を駆使していることが伺える。
個人技術におけるボール保持後のドリブル展開で
は、キャッチ→ドリブル→シュートが攻撃10回に約1
回、キャッチ→ドリブル→パスが攻撃10回に約5回、
キャッチ→ドリブル→フェイント→シュートが攻撃10
回に約1回、キャッチ→ドリブル→フェイント→パス
が攻撃10回に約3回であった。ボール保持からのド
リブルは防御者との距離が長いこと、また、ドリブル
を使用することでコート内の空間を広く使えることがあ
げられるが、ドリブルによるボール運びはパスと比べ
ると攻撃行為が遅らせることで13）、キャッチ→ドリブ
ル・キャッチ→ドリブル→フェイントの運動組合せで
も個人技術の最終動作はパスが多くなることがわか
る。このことで、防御側からするとパスをインターセプ
トすることが容易となることが考えられるが、コート内
の空間を広く使えることで、世界のトッププレーヤー
は、絶えずシュートを狙い、また一人の攻撃者で二
人の防御者を引き付けることを目的に前後・左右への
ドリブルを駆使していると思われる。これは、ボール
保持者とボールを持っていない非保持者とのコンビ
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ネーション、組み合わせが明確になっているのでは
ないかと推察される。
個人技術におけるボール保持後のフェイント展開
では、キャッチ→フェイント→シュートが10回に約
2回、キャッチ→フェイント→パスが10回に約5回、
キャッチ→フェイント→ドリブル→シュートが10回に1
回、キャッチ→フェイント→ドリブル→パスが10回に
約3回であった。フェイントは本当の意図を隠すため
に重要な要素であり、高度な能力の発達とバリエー
ションが必要で、防御者が接近しているのか離して
いるのか、隣の防御者がどのようなポジションに位置
しているのかなど、適切なフェイントの選択決定が必
要である13）。フェイント時の防御者との距離は1.5m
から2.0m)の間合いとされ14）、防御間へ切り込むこと
が可能となる。突破時におけるフェイント動作時の防
御との位置関係について、防御から左・右側にずれ
た位置が約７割で防御者の正面が約3割であり、パ
スに合わせて防御者からずれた位置取りをしていると
報告されている15)。このことで、世界のトッププレー
ヤーは、相手防御に対し、優位な位置取りから空間
を攻めることを目的として、ボールを保持する際は、
フェイントの間合いから運動の組合せを行い、防御
間を絶えず攻撃していることが伺える。
また、世界のトップチームは、ミス率について20%
以内に抑え、ゲーム運びに関する個人技術が徹底さ
れ、技術力の高さを報告し15）、ハンドボール競技は
コートプレーヤー6人でお互いのチームが一つのコー
トで入り乱れて競技が行われることから、絶えずシュー
トを狙うための必要なシュート技術、ボールハンドリ
ング技術、ステップワークにおける個人技術の運動
の組合せが重要で、防御側のカバーリングが必要
な状況を作ることを目的に攻撃が行われていると思わ
れる。
5.まとめ
本研究では、世界のトップレベルの第24回女子
世界選手権2019(日本、熊本大会 )ハンドボールの
Semifinal、Finalの3試合映像をもとに、遅攻時にお
けるボール保持後の個人技術であるボール保持か
らパス、ドリブル、シュートの動作を検証し、数的均
衡状態を破るための技術を検討した。結果として以
下の所見を得た。
(1) 世界のトップレベルでは、10回の攻撃で8回 
のシュートで攻撃が完了し、攻撃2回に1回得
点を挙げている。
(2) ミス率が約2割と低かったことで、精密かつ正確
なプレーが重視され、一つ一つの果たす役割
効果がゲームの結果に表れていた。
(3) 多くの攻撃開始局面ではセンタープレーヤーが
ボールを保持し、意図的に相手ディフェンスの
均衡状態を崩すために攻撃が開始されていた。
(4) 世界のトッププレーヤーは攻撃バリエーションを
駆使し、豊富な技術を多用する運動の組合せを
中心に攻撃を行っていた。
5)　ボール保持後のドリブルでの展開は、ボール保
持者とボール非保持者のコンビネーションが重
要である。
(6) ボール保持後のフェイント展開では、世界のトッ
ププレーヤーは、相手防御に対し、優位な位
置取りから空間を攻めることを目的として攻撃活
動が行われていた。
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